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ストレージバックエンド

Astra API（ACC）ストレージバックエンドエンドポイント

ストレージバックエンドAPIは、管理対象クラスタおよびアプリケーションで使用できる、ストレージサービ
スプロバイダ（ストレージバックエンド）の表現へのアクセスを提供します。

新しいストレージバックエンドを作成する

POST /accounts/{account_id}/topology/v1/storageBackends

作成するStorage Backend APIリソースの希望値を指定します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

要求の本文

作成するStorage Backend APIリソースの希望値を指定します。

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

storageBackend」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

• "1.2"

• "1.3"

1



Name を入力します 必須 説明

backendName string False ストレージバックエンド
のユーザー指定名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

backendType string True 表現されているストレー
ジバックエンドのタイプ
を示す値を含むJSON文字
列。定義された値は次の
とおりです：

• 「ontap」 - ストレー
ジバックエンド
はNetApp ONTAPシス
テムを表します

• enum: ["ontap"]

• 例：ONTAP

backendVersion string False 表現対象のストレージバ
ックエンドのバージョン
を示す値を含むJSON文字
列。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

backendCredentialsName string False ストレージバックエンド
で使用される1つ以上の認
証情報リソースの名前を
示す値を含むJSON文字
列。複数の認証情報オブ
ジェクトが同じ名前を持
つ場合に、認証情報のロ
ーテーションを可能にし
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63
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Name を入力します 必須 説明

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ リクエスト例

{

  "type": "application/astra-storageBackend",

  "version": "1.3",

  "backendName": "st1-45",

  "backendType": "ontap",

  "backendCredentialsName": "st1-45-cred"

}

応答

Status: 201, Returns the newly created storageBackend resource in the JSON

response body.

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

storageBackend」

3
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

• "1.2"

• "1.3"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

backendName string True ストレージバックエンド
のユーザー指定名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

backendType string True 表現されているストレー
ジバックエンドのタイプ
を示す値を含むJSON文字
列。定義された値は次の
とおりです：

• 「ontap」 - ストレー
ジバックエンド
はNetApp ONTAPシス
テムを表します

• enum: ["ontap"]

• 例：ONTAP

backendVersion string True 表現対象のストレージバ
ックエンドのバージョン
を示す値を含むJSON文字
列。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63
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Name を入力します 必須 説明

backendCredentialsName string True ストレージバックエンド
で使用される1つ以上の認
証情報リソースの名前を
示す値を含むJSON文字
列。複数の認証情報オブ
ジェクトが同じ名前を持
つ場合に、認証情報のロ
ーテーションを可能にし
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

configVersion string False ストレージバックエンド
で使用されるアクティブ
な構成を示す値を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

状態 string True ストレージバックエンド
の動作状態を示す値を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 「検出済み」 - ストレ
ージバックエンドが
管理対象クラスタか
ら検出されました

• 「running」 - ストレ
ージバックエンドは
正常に動作していま
す

• 「不明」 - ストレージ
バックエンドの状態
を判断できません

• 「failed」 - ストレー
ジバックエンドが利
用できない状態です
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Name を入力します 必須 説明

stateDesired string False ストレージバックエンド
の望ましい動作状態を示
す値を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 「実行中」 - ストレー
ジバックエンドは通
常の実行状態になり
ます

stateUnready array[string] True JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが「実
行中」に移行できない理
由、「失敗」または「不
明」に移行した理由、お
よび/または「失敗」に移
行する危険性がある理由
を示します。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127

managedState string True ストレージバックエンド
の管理状態を示す値を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 「pending」 - ストレ
ージバックエンド
は、検出または追加
される予定です。

• 「管理対象外」 - スト
レージバックエンド
は「検出済み」状態
であり、管理対象外
ですが、管理対象に
することができます

• 「managed」 - スト
レージバックエンド
は「running」また
は「unknown」の状
態であり、管理下に
あります。

6



Name を入力します 必須 説明

managedStateUnready array[string] True JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが管理
対象外である理由を示し
ています。定義された値
は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127

healthState string False ストレージバックエンド
の健全性状態を示す値を
含むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「不確定」 - リソース
の状態を判断できま
せん（例えば、接続
不良のため）

• 「normal」 - リソース
に既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソースに
既知の問題があり、
インターフェース仕
様に従ってサービス
を提供できない

healthStateUnready array[string] False JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが正常
な状態にない理由を示し
ています。定義された値
は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127
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Name を入力します 必須 説明

protectionState string True ストレージバックエンド
の保護状態を示す値を含
むJSON文字列。ONTAP

の場合は「unknown」。
定義された値は次のとお
りです：

• 「保護されている」 -

ストレージバックエ
ンドには保護ポリシ
ーが定義されてお
り、そのポリシーに
準拠している

• 「部分的」 - ストレー
ジバックエンドには
保護ポリシーが定義
されているが、その
ポリシーに準拠して
いない

• 「none」 - ストレー
ジバックエンドは保
護されていません

• 「不明」 - ストレージ
バックエンド保護ポ
リシー適合性を判断
できない

• enum: ["protected",

"partial", "none",

"unknown"]

• 例：protected

protectionStateUnready array[string] True JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、保護ポ
リシーが規格に適合して
いない理由を示します。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127

機能 "機能" True このストレージバックエ
ンドの機能を含むJSONオ
ブジェクト。

8
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Name を入力します 必須 説明

ontap "ontap" False ONTAPクラスタに関連す
る特定の情報を含むJSON

オブジェクト。

• additionalProperties

：false

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ 回答例

{

  "type": "application/astra-storageBackend",

  "version": "1.3",

  "id": "04ad4237-3c89-5ca5-8a40-282ab5eb6428",

  "backendName": "st1-45",

  "backendType": "ontap",

  "backendVersion": "9.8",

  "backendCredentialsName": "st1-45-cred",

  "state": "running",

  "stateUnready": [],

  "managedState": "managed",

  "managedStateUnready": [],

  "protectionState": "unknown",

  "protectionStateUnready": [

    "Waiting for storage backend discovery"

  ],

  "ontap": {

    "authenticationStyle": "basic",

    "backendManagementIP": "10.193.179.105",
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    "managementIPs": [

      "10.193.188.110",

      "10.193.179.105",

      "10.193.179.106"

    ]

  },

  "capabilities": {

    "flexClone": "true",

    "snapMirror": "true",

    "s3": "true"

  },

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答
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Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 409, Conflict

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with
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an idempotent value.",

  "status": "409"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",
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  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

機能

このストレージバックエンドの機能を含むJSONオブジェクト。

Name を入力します 必須 説明

flexClone string True このストレージバックエ
ンドがFlexCloneをサポ
ートしているかどうかを
示すJSON文字列。

snapMirror string True このストレージバックエ
ンドがSnapMirrorをサポ
ートしているかどうかを
示すJSON文字列。
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Name を入力します 必須 説明

s3を使用したチャンク ア
ップロード署名要求がサ
ポートされるようになり
ました。

string True このストレージバックエ
ンドがs3をサポートして
いるかどうかを示
すJSON文字列。

ontap

ONTAPクラスタに関連する特定の情報を含むJSONオブジェクト。

Name を入力します 必須 説明

authenticationStyle string True ONTAP認証がユーザ名と
パスワードの組み合わせ
または証明書を使用して
実行されるかどうかを示
すJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「basic」 - ユーザー
名/パスワードを使用
します

• 「certificate」 - 証明
書を使用する

• 列挙型：["basic",

"certificate"]

• 例：基本

backendManagementIP string False このONTAPクラスタへの
接続に使用されるIPアド
レスを含むJSON文字
列。

manag理IP array[string] False このONTAPクラスタへの
接続に使用される、すべ
ての管理IPのリストを含
むJSON文字列のJSON配
列。これは、Tridentで検
出されたバックエンド
とAstraのストレージバッ
クエンドを関連付けるた
めに使用されます。

• uniqueItems：1

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前
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Name を入力します 必須 説明

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

すべてのストレージバックエンドを一覧表示します

GET /accounts/{account_id}/topology/v1/storageBackends

コレクション内の一致するすべてのリソースのJSON配列を返します。リクエストで個別のフィールドが指定
されている場合、アイテムのJSON配列には、一致する各リソースに対して要求されたフィールドが、指定さ
れた順序で含まれます。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

含める string query False コレクションを一覧
表示する際に、どの
フィールドを返すか
を指定します。

URLの例
："include=id"、"incl

ude=id,name"

OpenAPI の例："id"

• 例：id、name

、state
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Name を入力します 入力 必須 説明

制限（ Limit ） string query False コレクションを一覧
表示する際に返され
るリソースの最大数
を示します。

URLの例："limit=2"

OpenAPI の例："2"

応答

Status: 200, Returns a JSON array of all matching resources in the

collection. If individual fields are specified in the request, the items

JSON array will contain the fields requested for each matching resource in

the order specified.

Name を入力します 必須 説明

項目 配列[いずれか
："storageBackend_1.3_g

et_response_body"、配
列[]]

True

メタデータ "type_astra_metadata_list

"

True

▼ 回答例

{

  "type": "application/astra-storageBackends",

  "version": "1.3",

  "items": [

    [

      "d6ee1e51-d65f-415a-a3d4-6d7fa8b64943",

      "st1-45",

      "running"

    ],

    [

      "a5c508b7-aacd-4d19-9455-53c0d183ab4e",

      "st2-67",

      "discovered"

    ]

  ],

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",
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    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

▼ 回答例
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{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False
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▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

機能

このストレージバックエンドの機能を含むJSONオブジェクト。

Name を入力します 必須 説明

flexClone string True このストレージバックエ
ンドがFlexCloneをサポ
ートしているかどうかを
示すJSON文字列。

snapMirror string True このストレージバックエ
ンドがSnapMirrorをサポ
ートしているかどうかを
示すJSON文字列。

s3を使用したチャンク ア
ップロード署名要求がサ
ポートされるようになり
ました。

string True このストレージバックエ
ンドがs3をサポートして
いるかどうかを示
すJSON文字列。

ontap

ONTAPクラスタに関連する特定の情報を含むJSONオブジェクト。
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Name を入力します 必須 説明

authenticationStyle string True ONTAP認証がユーザ名と
パスワードの組み合わせ
または証明書を使用して
実行されるかどうかを示
すJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「basic」 - ユーザー
名/パスワードを使用
します

• 「certificate」 - 証明
書を使用する

• 列挙型：["basic",

"certificate"]

• 例：基本

backendManagementIP string False このONTAPクラスタへの
接続に使用されるIPアド
レスを含むJSON文字
列。

manag理IP array[string] False このONTAPクラスタへの
接続に使用される、すべ
ての管理IPのリストを含
むJSON文字列のJSON配
列。これは、Tridentで検
出されたバックエンド
とAstraのストレージバッ
クエンドを関連付けるた
めに使用されます。

• uniqueItems：1

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。
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Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

storageBackend_1.3_get_response_body

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

storageBackend」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

• "1.2"

• "1.3"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

backendName string True ストレージバックエンド
のユーザー指定名を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63
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Name を入力します 必須 説明

backendType string True 表現されているストレー
ジバックエンドのタイプ
を示す値を含むJSON文
字列。定義された値は次
のとおりです：

• 「ontap」 - ストレー
ジバックエンド
はNetApp ONTAPシ
ステムを表します

• enum: ["ontap"]

• 例：ONTAP

backendVersion string True 表現対象のストレージバ
ックエンドのバージョン
を示す値を含むJSON文
字列。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

backendCredentialsNam

e

string True ストレージバックエンド
で使用される1つ以上の
認証情報リソースの名前
を示す値を含むJSON文
字列。複数の認証情報オ
ブジェクトが同じ名前を
持つ場合に、認証情報の
ローテーションを可能に
します。定義された値は
次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

configVersion string False ストレージバックエンド
で使用されるアクティブ
な構成を示す値を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63
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Name を入力します 必須 説明

状態 string True ストレージバックエンド
の動作状態を示す値を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「検出済み」 - スト
レージバックエンド
が管理対象クラスタ
から検出されました

• 「running」 - ストレ
ージバックエンドは
正常に動作していま
す

• 「不明」 - ストレー
ジバックエンドの状
態を判断できません

• 「failed」 - ストレー
ジバックエンドが利
用できない状態です

stateDesired string False ストレージバックエンド
の望ましい動作状態を示
す値を含むJSON文字
列。定義された値は次の
とおりです：

• 「実行中」 - ストレ
ージバックエンドは
通常の実行状態にな
ります

stateUnready array[string] True JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが「実
行中」に移行できない理
由、「失敗」または「不
明」に移行した理由、お
よび/または「失敗」に移
行する危険性がある理由
を示します。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127
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Name を入力します 必須 説明

managedState string True ストレージバックエンド
の管理状態を示す値を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「pending」 - ストレ
ージバックエンド
は、検出または追加
される予定です。

• 「管理対象外」 - ス
トレージバックエン
ドは「検出済み」状
態であり、管理対象
外ですが、管理対象
にすることができま
す

• 「managed」 - スト
レージバックエンド
は「running」また
は「unknown」の状
態であり、管理下に
あります。

managedStateUnready array[string] True JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが管理
対象外である理由を示し
ています。定義された値
は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127
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Name を入力します 必須 説明

healthState string False ストレージバックエンド
の健全性状態を示す値を
含むJSON文字列。定義
された値は次のとおりで
す：

• 「不確定」 - リソー
スの状態を判断でき
ません（例えば、接
続不良のため）

• 「normal」 - リソー
スに既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソース
に既知の問題があ
り、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できない

healthStateUnready array[string] False JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが正常
な状態にない理由を示し
ています。定義された値
は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127
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Name を入力します 必須 説明

protectionState string True ストレージバックエンド
の保護状態を示す値を含
むJSON文字列。ONTAP

の場合は「unknown」。
定義された値は次のとお
りです：

• 「保護されている」 -

ストレージバックエ
ンドには保護ポリシ
ーが定義されてお
り、そのポリシーに
準拠している

• 「部分的」 - ストレ
ージバックエンドに
は保護ポリシーが定
義されているが、そ
のポリシーに準拠し
ていない

• 「none」 - ストレー
ジバックエンドは保
護されていません

• 「不明」 - ストレー
ジバックエンド保護
ポリシー適合性を判
断できない

• enum: ["protected",

"partial", "none",

"unknown"]

• 例：protected

protectionStateUnready array[string] True JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、保護ポ
リシーが規格に適合して
いない理由を示します。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127

機能 "機能" True このストレージバックエ
ンドの機能を含むJSON

オブジェクト。
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Name を入力します 必須 説明

ontap "ontap" False ONTAPクラスタに関連す
る特定の情報を含
むJSONオブジェクト。

• additionalProperties

：false

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimesta

mp および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

type_astra_metadata_list

Name を入力します 必須 説明

続行 string False

カウント 番号 False

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由
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ストレージバックエンドを取得する

GET /accounts/{account_id}/topology/v1/storageBackends/{storageBackend_id}

JSONレスポンスボディに格納されたStorage Backend APIリソースを返します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

storageBackend_id string path（パス） True storageBackend コ
レクションをリスト
する ID

応答

Status: 200, Returns the stored Storage Backend API resource in the JSON

response body.

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

storageBackend」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

• "1.2"

• "1.3"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠
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Name を入力します 必須 説明

backendName string True ストレージバックエンド
のユーザー指定名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

backendType string True 表現されているストレー
ジバックエンドのタイプ
を示す値を含むJSON文字
列。定義された値は次の
とおりです：

• 「ontap」 - ストレー
ジバックエンド
はNetApp ONTAPシス
テムを表します

• enum: ["ontap"]

• 例：ONTAP

backendVersion string True 表現対象のストレージバ
ックエンドのバージョン
を示す値を含むJSON文字
列。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

backendCredentialsName string True ストレージバックエンド
で使用される1つ以上の認
証情報リソースの名前を
示す値を含むJSON文字
列。複数の認証情報オブ
ジェクトが同じ名前を持
つ場合に、認証情報のロ
ーテーションを可能にし
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63
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Name を入力します 必須 説明

configVersion string False ストレージバックエンド
で使用されるアクティブ
な構成を示す値を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

状態 string True ストレージバックエンド
の動作状態を示す値を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 「検出済み」 - ストレ
ージバックエンドが
管理対象クラスタか
ら検出されました

• 「running」 - ストレ
ージバックエンドは
正常に動作していま
す

• 「不明」 - ストレージ
バックエンドの状態
を判断できません

• 「failed」 - ストレー
ジバックエンドが利
用できない状態です

stateDesired string False ストレージバックエンド
の望ましい動作状態を示
す値を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 「実行中」 - ストレー
ジバックエンドは通
常の実行状態になり
ます
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Name を入力します 必須 説明

stateUnready array[string] True JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが「実
行中」に移行できない理
由、「失敗」または「不
明」に移行した理由、お
よび/または「失敗」に移
行する危険性がある理由
を示します。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127

managedState string True ストレージバックエンド
の管理状態を示す値を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 「pending」 - ストレ
ージバックエンド
は、検出または追加
される予定です。

• 「管理対象外」 - スト
レージバックエンド
は「検出済み」状態
であり、管理対象外
ですが、管理対象に
することができます

• 「managed」 - スト
レージバックエンド
は「running」また
は「unknown」の状
態であり、管理下に
あります。

managedStateUnready array[string] True JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが管理
対象外である理由を示し
ています。定義された値
は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127
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Name を入力します 必須 説明

healthState string False ストレージバックエンド
の健全性状態を示す値を
含むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「不確定」 - リソース
の状態を判断できま
せん（例えば、接続
不良のため）

• 「normal」 - リソース
に既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソースに
既知の問題があり、
インターフェース仕
様に従ってサービス
を提供できない

healthStateUnready array[string] False JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが正常
な状態にない理由を示し
ています。定義された値
は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127
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Name を入力します 必須 説明

protectionState string True ストレージバックエンド
の保護状態を示す値を含
むJSON文字列。ONTAP

の場合は「unknown」。
定義された値は次のとお
りです：

• 「保護されている」 -

ストレージバックエ
ンドには保護ポリシ
ーが定義されてお
り、そのポリシーに
準拠している

• 「部分的」 - ストレー
ジバックエンドには
保護ポリシーが定義
されているが、その
ポリシーに準拠して
いない

• 「none」 - ストレー
ジバックエンドは保
護されていません

• 「不明」 - ストレージ
バックエンド保護ポ
リシー適合性を判断
できない

• enum: ["protected",

"partial", "none",

"unknown"]

• 例：protected

protectionStateUnready array[string] True JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、保護ポ
リシーが規格に適合して
いない理由を示します。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127

機能 "機能" True このストレージバックエ
ンドの機能を含むJSONオ
ブジェクト。
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Name を入力します 必須 説明

ontap "ontap" False ONTAPクラスタに関連す
る特定の情報を含むJSON

オブジェクト。

• additionalProperties

：false

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ 回答例

{

  "type": "application/astra-storageBackend",

  "version": "1.3",

  "id": "04ad4237-3c89-5ca5-8a40-282ab5eb6428",

  "backendName": "st1-45",

  "backendType": "ontap",

  "backendVersion": "9.8",

  "backendCredentialsName": "st1-45-cred",

  "state": "discovered",

  "stateUnready": [],

  "managedState": "unmanaged",

  "managedStateUnready": [],

  "protectionState": "unknown",

  "protectionStateUnready": [

    "Waiting for storage backend discovery"

  ],

  "capabilities": {

    "flexClone": "true",

    "snapMirror": "true",
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    "s3": "true"

  },

  "ontap": {

    "authenticationStyle": "basic",

    "backendManagementIP": "10.193.179.105",

    "managementIPs": [

      "10.193.188.110",

      "10.193.179.105",

      "10.193.179.106"

    ]

  },

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答
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Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}
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エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

機能

このストレージバックエンドの機能を含むJSONオブジェクト。

Name を入力します 必須 説明

flexClone string True このストレージバックエ
ンドがFlexCloneをサポ
ートしているかどうかを
示すJSON文字列。

snapMirror string True このストレージバックエ
ンドがSnapMirrorをサポ
ートしているかどうかを
示すJSON文字列。

s3を使用したチャンク ア
ップロード署名要求がサ
ポートされるようになり
ました。

string True このストレージバックエ
ンドがs3をサポートして
いるかどうかを示
すJSON文字列。

ontap

ONTAPクラスタに関連する特定の情報を含むJSONオブジェクト。
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Name を入力します 必須 説明

authenticationStyle string True ONTAP認証がユーザ名と
パスワードの組み合わせ
または証明書を使用して
実行されるかどうかを示
すJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「basic」 - ユーザー
名/パスワードを使用
します

• 「certificate」 - 証明
書を使用する

• 列挙型：["basic",

"certificate"]

• 例：基本

backendManagementIP string False このONTAPクラスタへの
接続に使用されるIPアド
レスを含むJSON文字
列。

manag理IP array[string] False このONTAPクラスタへの
接続に使用される、すべ
ての管理IPのリストを含
むJSON文字列のJSON配
列。これは、Tridentで検
出されたバックエンド
とAstraのストレージバッ
クエンドを関連付けるた
めに使用されます。

• uniqueItems：1

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。
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Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

ストレージバックエンドを変更する

PUT /accounts/{account_id}/topology/v1/storageBackends/{storageBackend_id}

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。

副作用

• 構成バージョンを指定すると、ストレージバックエンドのタイプ固有の構成変更が適用されます。これに
は、ストレージバックエンドの初期インストールが含まれる場合があります。

• 構成バージョンを指定すると、storageClassリソースが追加、変更、または削除される可能性がありま
す。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

storageBackend_id string path（パス） True storageBackend コ
レクションをリスト
する ID

要求の本文

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。
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副作用

• 構成バージョンを指定すると、ストレージバックエンドのタイプ固有の構成変更が適用されます。これに
は、ストレージバックエンドの初期インストールが含まれる場合があります。

• 構成バージョンを指定すると、storageClassリソースが追加、変更、または削除される可能性がありま
す。

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

storageBackend」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

• "1.2"

• "1.3"

ID string False リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

backendName string False ストレージバックエンド
のユーザー指定名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

backendType string False 表現されているストレー
ジバックエンドのタイプ
を示す値を含むJSON文字
列。定義された値は次の
とおりです：

• 「ontap」 - ストレー
ジバックエンド
はNetApp ONTAPシス
テムを表します

• enum: ["ontap"]

• 例：ONTAP
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Name を入力します 必須 説明

backendVersion string False 表現対象のストレージバ
ックエンドのバージョン
を示す値を含むJSON文字
列。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

backendCredentialsName string False ストレージバックエンド
で使用される1つ以上の認
証情報リソースの名前を
示す値を含むJSON文字
列。複数の認証情報オブ
ジェクトが同じ名前を持
つ場合に、認証情報のロ
ーテーションを可能にし
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

configVersion string False ストレージバックエンド
で使用されるアクティブ
な構成を示す値を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63
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Name を入力します 必須 説明

状態 string False ストレージバックエンド
の動作状態を示す値を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 「検出済み」 - ストレ
ージバックエンドが
管理対象クラスタか
ら検出されました

• 「running」 - ストレ
ージバックエンドは
正常に動作していま
す

• 「不明」 - ストレージ
バックエンドの状態
を判断できません

• 「failed」 - ストレー
ジバックエンドが利
用できない状態です

stateDesired string False ストレージバックエンド
の望ましい動作状態を示
す値を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 「実行中」 - ストレー
ジバックエンドは通
常の実行状態になり
ます

stateUnready array[string] False JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが「実
行中」に移行できない理
由、「失敗」または「不
明」に移行した理由、お
よび/または「失敗」に移
行する危険性がある理由
を示します。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127
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Name を入力します 必須 説明

managedState string False ストレージバックエンド
の管理状態を示す値を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 「pending」 - ストレ
ージバックエンド
は、検出または追加
される予定です。

• 「管理対象外」 - スト
レージバックエンド
は「検出済み」状態
であり、管理対象外
ですが、管理対象に
することができます

• 「managed」 - スト
レージバックエンド
は「running」また
は「unknown」の状
態であり、管理下に
あります。

managedStateUnready array[string] False JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが管理
対象外である理由を示し
ています。定義された値
は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127
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Name を入力します 必須 説明

healthState string False ストレージバックエンド
の健全性状態を示す値を
含むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「不確定」 - リソース
の状態を判断できま
せん（例えば、接続
不良のため）

• 「normal」 - リソース
に既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソースに
既知の問題があり、
インターフェース仕
様に従ってサービス
を提供できない

healthStateUnready array[string] False JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、ストレ
ージバックエンドが正常
な状態にない理由を示し
ています。定義された値
は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127
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Name を入力します 必須 説明

protectionState string False ストレージバックエンド
の保護状態を示す値を含
むJSON文字列。ONTAP

の場合は「unknown」。
定義された値は次のとお
りです：

• 「保護されている」 -

ストレージバックエ
ンドには保護ポリシ
ーが定義されてお
り、そのポリシーに
準拠している

• 「部分的」 - ストレー
ジバックエンドには
保護ポリシーが定義
されているが、その
ポリシーに準拠して
いない

• 「none」 - ストレー
ジバックエンドは保
護されていません

• 「不明」 - ストレージ
バックエンド保護ポ
リシー適合性を判断
できない

• enum: ["protected",

"partial", "none",

"unknown"]

• 例：protected

protectionStateUnready array[string] False JSON文字列のJSON配
列。各文字列は、保護ポ
リシーが規格に適合して
いない理由を示します。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：127

ontap "ontap" False ONTAPクラスタに関連す
る特定の情報を含むJSON

オブジェクト。

• additionalProperties

：false
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Name を入力します 必須 説明

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ リクエスト例

{

  "type": "application/astra-storageBackend",

  "version": "1.3",

  "backendName": "st1-46"

}

応答

Status: 204, Indicates if the storageBackend resource was updated.

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True
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Name を入力します 必須 説明

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 409, Conflict
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with

an idempotent value.",

  "status": "409"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}
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エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

ontap

ONTAPクラスタに関連する特定の情報を含むJSONオブジェクト。

Name を入力します 必須 説明

backendManagementIP string False このONTAPクラスタへの
接続に使用されるIPアド
レスを含むJSON文字
列。

manag理IP array[string] False このONTAPクラスタへの
接続に使用される、すべ
ての管理IPのリストを含
むJSON文字列のJSON配
列。これは、Tridentで検
出されたバックエンド
とAstraのストレージバッ
クエンドを関連付けるた
めに使用されます。

• uniqueItems：1

type_astra_label
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Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

ストレージバックエンドを削除

DELETE /accounts/{account_id}/topology/v1/storageBackends/{storageBackend_id}

指定された Storage Backend API リソースを削除します。

副作用

• ストレージバックエンドに関連付けられたすべてのbackendConfigリソースが削除されます。
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• ストレージバックエンドに関連付けられたすべてのbackendNodeリソースが削除されます。

• ストレージバックエンドが削除される可能性があります。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

storageBackend_id string path（パス） True storageBackend コ
レクションをリスト
する ID

応答

Status: 204, Indicates if the storageBackend resource was deleted.

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答
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Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}
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エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由
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